
社会の変化を体感したいという思い 以前から持っている問題意識

２００９年夏

経済成長著しいインドの変化を
自ら見て、感じたいとの考え

ＮＧＯのスタディーツアーを検索

インフルエンザの流行などで
大半のツアーは中止に

その際、国連ウェブサイトを発見
「国連はどんな組織なのか」
「ＵＮＩＣＥＦも国連なのか」

「ＵＮＶは何か」

貧困や失業、疾病など世界は
常に多くの問題を抱えている

「企業で働きながら、自らが社会に
貢献できることはないのか」

、

「企業の豊富な経営資源を問題解決に
生かすことはできないだろうか」

「世界の問題解決って
誰が主導するんだろうか？

世界の政府なんてないし・・・」

好奇心＋偶然＝ＵＮＶ参加



おもしろそう！！！
私にも何かできるのではないか

引きつけられた国連サイト



レジメ？
カバーレター？
英語で・・・

ネットや辞書を
駆使して
四苦八苦

良く分からないけど、
チャレンジしてみよう。
どうするかは、
受かってから考えたら良い！

8月 9月 ･･･・・・・・・・・・・・・・・・ 1月 2月

書類通過

電話面接

慌てて
PJ内容や

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱについて
勉強をする

OK
連絡

日程調整

まさか・・・
ビックリ！！

えぇーい！
女は度胸
命まではとられんわ

参加までの経緯

急に不安になる
「途上国で生活
できるだろうか」
「地雷の埋設数は
世界一だし」
「知っている人は
誰もいないし」
「英語力は大丈夫
だろうか」



My Assignment

Better Factories Cambodia
カンボジアの繊維産業の労働環境改善を図るILOのプロジェクト

Monitoring

Training

Advisory
Service Working 

condition

Quality Productivity

2011年にILOから独立

ILOの援助を受けずに活動できる

ようにしなければならない

提供サービスを顧客に
訴求する

コミュニケーションツール作り



カンボジアの繊維工場



不安、気味悪さ、孤独、無力感など追い込まれる日々

ここでは、
生きる＝struggle

みたいだ。

住居

街

職場

その上・・・

悪夢のような初めの１週目

宿泊施設や移動手段などはすべて自分で手配
旅行シーズンと重なり、数日ごとにホテルを転々とするはめに
大きなスーツケースを抱えての放浪の日々

通りには、砂ぼこり
Tuk-Tukやmotoタクシーの呼び込み

ホテルを出るとたん、子どもが新聞を売り込みに・・・
ウロウロするイヌ(日本のイヌとは性格が違う）

カンボジア人の英語がわからない
書類は全て英語。理解するのに時間がかかる
BFCの活動内容があいまいで、わからない

・・・ オフィスの壁面にはヤモリ
・・・ ホテルの部屋の時計でさえ不正確
・・・ おなかをこわす



通りは車、単車、Tuk-Tuk、人が

入り乱れ、交通ルールはないに等しい

単車の３人乗りは当たり前
５~６人乗っている光景もしばしば

なんでも単車に
積んで運んでしまいます。

人と荷物をたくさん
載せて走る

ぎゅうぎゅうに人が乗ったトラック
(日本で言うバスのような役割)

単車のタイヤはしょっちゅうパンク
通りには修理屋さん



川の対岸から働きに来ている
人たちを乗せた船

船を降りて
家に向かう人たち

川の上に浮かぶ家々 ボートを家にした生活 犬もたくましいです



どこのホテルに行ってもフレンドリーなホテルの人たち

お気に入りのTuk-Tukドライバーができ

呼込みにどう対応したら良いか習得
子供への考え方・対応方法を習得

カンボジア人の英語も分かるように
英語の書類を読むスピードもアップ

＋
私に警戒していた年上のスタッフも徐々に心を許してくれるように
なり、オフィスで一緒に果物を食べたり・・・

・・・ ヤモリは虫を食べてくれる！人には寄ってこない
・・・ お腹も免疫ができ、こわれにくくなる

住居

街

職場

その上・・・

２週目以降。少しずつ慣れてきて・・・

街の景色や人々の表情が最初と違って見えてきた



キリングフィールド
虐殺された人々の骨を安置 かつてはここに

たくさんの遺体が埋められました

自然と遺跡が
共存(競存？）

荘厳な遺跡の数々／残酷な虐殺を刻む地



私がいたオフィス ＩＬＯ－ＢＦＣの同僚たち
みんなすごく器用に
果物をナイフでむきます

同じ部屋の同僚が、毎日自分の
農場の果物を持って来てくれました 何でも食べてみました。

左の彼、最初はほとんど
口をきいてくれませんでした



カンボジア人

・悲しい歴史
・貧しい生活
・少ない雇用機会や教育機会
・欧米に行くことは簡単ではない

日本人と比べて決して
恵まれておらず、
機会は限定されている

■活用できる資源を最大限に生かしている ex. ＩＴ、英語

■明日に夢を持ち、自らの志を持って努力している
ex. 仕事の後に勉強、学校に通いながら仕事

夢は、「カンボジアから貧困を無くしたい。
貧困で食べられない人を無くしたい」

「ミリオネアになること」

■家族や友達を大切にしている
(arrange marriageの負の遺産は残っている)



家に招待してもらいました

同僚の友達が腕を振るって
お昼ごはんを作ってくれました

田舎から出てきて
住み込みでお手伝いをしている女の子

お母さんは
デザートをつくってくれました

玄関先でみんなと一緒に
お昼をご馳走になりました

近くの親戚家族も
一緒に集まりました



たくさんの屋台が
並ぶ市場

現地の人の好きな休日の過ごし方も教わりました

値段交渉をして買い物をする彼女
その隣にはお金をせがむ子供

彼女の後ろについて
一緒にお買い物

川の上に浮かぶ小屋
(市内から車で１時間)

買った食材を広げて
少し涼しい中で楽しみました



カンボジアの美容院

シャンプー体験 初めてのドリアン

髪の毛をセットに来る
地元の女の子たち

ボランティアを通じて友達になった子の彼女が美容院に勤務
「カンボジアの美容院を見てほしい」と言われ、行ったら、シャンプーはなんと席に座ったまま



UNVという組織・人の働き方

非営利団体や国際機関の中で契約雇用でやっている人がほとんど

自分の専門性を武器に生活

契約は平均２年。将来の保証はない。

日本企業がいかに従業員に優しく、守ってくれる組織か改めて実感
・・・ただし、これからも継続できるのかは疑問・・・

自分という商品の価値を構築して働く覚悟・厳しさに刺激

改めて(日東)のありがたさを感じると共に、

自分自身の価値を高めていく必要性を痛感しました。



カンボジア人やイタリア人や
いろんな人種の人がいます

どこの国の人も
カラオケが大好きなようです

彼はコスタリカ人、奥さんは日本人
コスタリカでは日本大使館に勤務

ＵＮＶで
地元の学校を訪問

地元の子供たちと
清掃活動

彼らはゴミを地面に捨てます
でも、この日は一生懸命一緒に清掃



私のアサインメント結果

どうなることかと思いましたが、周囲の方々に助けられ

２つの冊子のドラフトを完成

１つの冊子のドラフト仕掛り

実行できた成果

(日東)内で冊子を作る際は、コンセプトや企画書の作成をして

制作会社に投げると言う形が一般ですが、こちらでは、全ての
原稿の文言一つ一つまで自分でつくらないといけないのです・・・



ボランティアとは何か・・・

自主的・無償

自主的

社会にとって補完的

そして自己実現

与える ＜ 得る



これらの体験を通じて・・・

問題意識と
感度

踏み出す力
高密度
体験

× ×

世界には、もっともっとたくさんの状況があり、
私はほんの少し、自分の日常とは違う世界に、小さな一歩を踏み出したに過ぎません。

「途上国での生活の実態を垣間見ることができ、
日本の弱さとともに、改めて日本の良さを感じることができ
その中で、人としての根本にある普遍的な価値観のようなものが確認でき
かけがえのない友達もできました。
また、何よりも自分自身の未熟さ・小ささを突きつけられました。」

「企業というのはたくさんの資源やノウハウを持っていて、
世界のいろいろな問題に対して、もっとできることがあるんじゃないかと感じる
と共に、政府や企業といった大きな組織では難しい社会の溝を埋めることが
一人ひとりの意志に基づくボランティアにはできるんじゃないかと感じます。」

これらの教訓を通じて、今後に生かしていきたいと思います。


